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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
三
雲
鉄
道
日
記

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
２
６
７
Ｌ

【
作
者
名
】

　
夕
霧

【
あ
ら
す
じ
】

　
戦
記
の
馬
鹿
が
ブ
ロ
グ
で
や
っ
て
た
愚
行
の
結
晶
、
そ
れ
は
こ
の
小
説
！

超
の
ん
び
り
更
新
、
鉄
道
研
究
会
部
員
が
贈
る
こ
の
作
品
、
興
味
あ
っ
た
ら
ぜ

ひ
。
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一
話
目
　
回
生
失
効
（
前
書
き
）

最
初
は
ブ
ロ
グ
で
出
し
て
た
奴
を
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一
話
目
　
回
生
失
効

２
月
１
２
日

午
前
１
０
時
５
分

三
雲
駅

透
い
た
蒼
と
ピ
ン
ク
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
三
雲
鉄
道
最
新
車
両
Ｅ
５
３
１
系
の

車
両
が
走
ろ
う
と
す
る
。

１
０
時
８
分
三
雲
駅
発
、
各
駅
停
車
竜
宮
行
き
が
出
よ
う
と
す
る
。

「
お
お
、
こ
れ
が
ワ
ン
ハ
ン
ド
ル
。
」

感
嘆
を
漏
ら
す
の
は
、
三
雲
運
転
区
所
属
運
転
士
、
神
田
功
［
か
ん
だ
こ
う
］

で
あ
る
。
彼
は
本
線
三
雲
線
と
違
う
支
線
の
弥
生
線
の
運
転
士
で
、
研
修
を
除

い
て
今
日
が
三
雲
線
初
乗
務
だ
っ
た
。

「
初
め
て
の
最
新
車
両
だ
。
緊
張
す
る
。
」

彼
は
運
転
席
に
座
り
緊
張
す
る
。
弥
生
線
に
は
も
ち
ろ
ん
こ
ん
な
新
し
い
車
両

は
無
く
、
三
雲
線
の
研
修
で
も
古
い
鉄
道
ば
か
り
だ
っ
た
。
彼
は
精
神
集
中
す

る
。
そ
こ
に
発
車
ベ
ル
。

「
よ
し
、
行
く
ぞ
。
」

扉
が
閉
ま
る
。

「
出
発
進
行
！
」

彼
は
指
さ
し
ハ
ン
ド
ル
を
手
前
に
倒
す
。
電
車
は
静
か
に
動
き
出
す
。

「
お
お
お
・
・
・
！
！
」

神
田
は
思
わ
ず
感
激
。
弥
生
線
の
車
両
は
急
加
速
す
る
た
め
、
す
こ
し
マ
ス
コ

ン
入
れ
て
、
少
し
経
っ
て
か
ら
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
に
対
し
、
こ
れ
は
自
動
的
に

段
々
電
車
の
加
速
力
を
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
が
付
い
て
い
た
。
し
か
も
電
車
の
音

は
静
か
。
さ
す
が
最
新
車
両
。

「
第
一
閉
塞
よ
し
！
制
限
解
除
！
」

彼
は
少
し
興
奮
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
乗
務
前
に
聞
い
た
事
を
思
い
出
す
。

そ
れ
は
三
雲
線
で
仲
良
く
な
っ
た
先
輩
の
言
葉
。
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「
神
田
、
初
乗
務
の
車
両
は
何
だ
？
」

「
あ
、
Ｍ
の
２
２
１
２
、
あ
の
最
新
車
両
で
す
！
」

「
あ
れ
か
！
！
」

先
輩
が
驚
き
哀
れ
み
の
目
で
見
る
。

「
何
で
す
か
？
」

「
あ
れ
、
昨
日
か
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ん
だ
。
」

「
は
い
？
」

「
運
転
す
れ
ば
分
か
る
。
頑
張
れ
！
」

「
え
、
ち
ょ
！
先
輩
？
！
」

先
輩
は
笑
い
な
が
ら
立
ち
去
る
。
一
体
何
な
ん
だ
。
し
か
し
答
え
は
す
ぐ
分
か

っ
た
。

１
０
時
１
０
分

そ
ろ
そ
ろ
停
車
駅
、
神
田
は
停
車
し
よ
う
と
。
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
。

「
三
雲
北
停
車
、
車
両
１
０
・
・
・
・
て
、
え
！
」

彼
は
確
か
に
制
動
力
を
最
大
限
に
し
て
る
の
に
制
動
が
か
か
り
に
く
い
。
こ
れ

も
し
か
し
て
・
・
・
。

回
生
失
効
！
！

レ
ー
ル
か
ら
得
る
電
力
で
モ
ー
タ
ー
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
そ
こ
か
ら
電
力
を

得
て
そ
の
電
力
を
線
路
を
伝
い
後
方
の
電
車
の
電
力
と
し
て
ま
た
使
う
と
い
う

リ
サ
イ
ク
ル
が
出
来
る
。
こ
れ
を
回
生
と
い
う
。
し
か
し
、
時
に
は
、
そ
の
電

力
が
足
ら
ず
。
電
力
ブ
レ
ー
キ
が
行
わ
れ
ず
。
電
力
ブ
レ
ー
キ
と
併
用
し
て
起

動
す
る
空
気
圧
ブ
レ
ー
キ
の
許
容
範
囲
を
越
え
、
ブ
レ
ー
キ
の
効
力
が
完
全
ダ

ウ
ン
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
回
生
失
効
。

こ
れ
は
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
す
る
！
！
直
感
し
た
神
田
は
素
早
く
横
に
あ
る
強
制
制

動
器
を
作
動
さ
せ
空
気
圧
ブ
レ
ー
キ
を
緊
急
最
大
に
す
る
。

ギ
ギ
ギ
ギ
！
！

最
新
車
両
で
は
考
え
ら
れ
な
い
車
体
の
軋
み
音
、
よ
う
や
く
回
生
ブ
レ
ー
キ
が

回
復
し
て
そ
の
音
は
す
ぐ
に
消
え
た
が
、
そ
の
あ
と
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
す
ぎ
て
、

駅
構
内
再
加
速
を
す
る
は
め
に
な
っ
た
。
後
の
運
転
で
は
特
に
支
障
は
出
ず
。
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Ｍ
２
２
１
２
は
即
日
車
庫
行
き
、
１
０
日
後
に
復
帰
し
た
。
神
田
は
最
新
車
両

は
当
分
乗
り
た
く
な
い
と
思
っ
た
。

鉄
道
日
記
第
一
話
。
疲
れ
ま
し
た
。
一
応
テ
ー
マ
は
「
プ
リ
ウ
ス
」
で
の
ブ
レ

ー
キ
低
下
の
原
因
が
回
生
失
効
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
感
じ
に
し
ま
し
た
。

プ
リ
ウ
ス
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
回
生
ブ
レ
ー
キ
は
、
実
は
鉄
道
で
は
４
０
年
前

か
ら
実
用
さ
れ
て
て
、
鉄
道
運
転
士
に
と
っ
て
、
プ
リ
ウ
ス
の
時
折
の
ブ
レ
ー

キ
能
力
の
低
下
は
普
通
だ
と
感
じ
る
。
今
回
の
神
田
の
回
生
失
効
は
、
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
［
多
分
］
少
し
オ
ー
バ
ー
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
し
て
み
ま
し
た
。

現
実
で
は
運
転
士
は
プ
ロ
で
す
の
で
、
回
生
失
効
起
き
て
も
冷
静
に
対
応
し
て

く
れ
ま
す
の
で
ご
安
心
を
。

登
場
人
物
紹
介

神
田
功
　
２
８
歳
　
１
６
８
ｃ
ｍ
　
５
８
ｋ
ｇ

三
雲
南
工
業
高
校
卒
業

１
８
歳
で
三
雲
鉄
道
入
社
、
弥
生
線
、
宮
科
［
く
し
な
］
駅
配
属

２
２
歳
で
弥
生
線
八
波
車
掌
区
車
掌
昇
格

２
４
歳
で
弥
生
線
瑞
穂
運
転
区
運
転
士
昇
格

２
８
歳
で
三
雲
線
三
雲
運
転
区
転
籍

性
格

基
本
的
に
真
面
目
で
、
時
折
ど
こ
か
抜
け
て
る
。
緊
急
時
の
冷
静
な
対
応
は
高

い
。
弥
生
線
か
ら
選
抜
あ
れ
て
三
雲
線
に
来
た
が
、
弥
生
線
に
戻
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
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一
話
目
　
回
生
失
効
（
後
書
き
）

こ
れ
は
日
本
皇
國
軍
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｔ
の
合
間
で
書
き
ま
す
の
で
更

新
、
恐
ろ
し
く
遅
い
で
す
。
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第
二
話
　
電
車
の
停
止
と
ス
ト
レ
ス
の
比
例
式
 

前
編

３
月
３
日

１
４
時
３
３
分

雛
菊
線
　
戸
井
山
駅
近
く

８
１
１
系
８
両
編
成
を
運
転
す
る
人
、
三
雲
線
か
ら
臨
時
で
派
遣
さ
れ
た
神
田

で
あ
る
。

「
俺
は
派
遣
社
員
で
も
傭
兵
で
も
無
い
！
！
」

三
雲
線
か
ら
早
々
に
い
き
な
り
の
雛
菊
線
応
援
派
遣
。

「
弥
生
線
で
同
じ
車
両
走
ら
せ
て
た
か
ら
大
丈
夫
で
し
ょ
！
」

助
役
の
声
を
思
い
出
す
。
く
そ
！
や
っ
と
三
雲
線
に
慣
れ
た
の
に
！
彼
は
三
雲

鉄
道
運
転
士
の
誇
り
が
あ
る
が
今
日
は
三
雲
鉄
道
に
愚
痴
っ
て
い
る
。
今
日
は

雛
ま
つ
り
、
雛
菊
線
の
終
点
雛
菊
駅
で
は
３
月
１
か
ら
７
日
ま
で
有
名
神
社
で

雛
祭
り
が
行
わ
れ
て
る
。
そ
の
た
め
、
い
つ
も
は
朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
以
外
乗
降
人

員
が
が
少
な
い
雛
菊
線
で
も
こ
の
日
、
特
に
３
日
は
非
常
に
多
い
。
し
か
も
今

回
は
休
日
と
重
な
り
、
駅
員
運
転
士
車
掌
［
場
合
に
よ
り
他
駅
他
線
の
駅
員
運

転
士
が
応
援
に
送
ら
れ
る
。
］
総
動
員
の
、
臨
時
便
車
両
も
出
し
て
の
て
ん
て

こ
舞
い
だ
。
と
に
か
く
今
は
仕
事
に
徹
す
る
の
み
！
神
田
は
駅
近
く
に
か
か
る
。

「
戸
井
山
駅
停
車
・
・
・
ん
？
」

信
号
機
が
お
か
し
い
、
青
が
出
て
て
赤
が
出
て
る
。
即
座
に
神
田
は
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
、
同
時
に
モ
ー
ル
ス
ブ
ザ
ー
で
車
掌
に
前
方
異
常
発
生
を
伝
え
る
。

「
こ
れ
は
・
・
・
指
令
室
だ
な
。
ま
ず
車
掌
。
」

即
座
に
通
信
し
て
よ
い
か
確
認
通
信
し
て
返
信
貰
う
と
、
通
信
電
話
を
取
り
車

掌
に
か
け
る
。

「
は
い
、
こ
ち
ら
上
山
で
す
。
ど
う
し
ま
た
か
？
事
故
で
す
か
？
」

雛
菊
線
雛
菊
車
掌
区
の
女
性
車
掌
、
上
山
絵
奈
［
か
み
や
ま
え
な
］
で
あ
る
。

三
雲
鉄
道
特
に
下
記
に
書
く
が
、
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
で
は
女
性
職
員
が
多
い
方
で
、

特
に
雛
菊
線
は
多
い
。
と
言
っ
て
も
Ｊ
Ｒ
山
手
線
の
女
性
職
員
の
チ
ー
ト
並
の

多
さ
は
無
い
が
。
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「
あ
あ
、
人
身
で
は
な
い
が
、
信
号
ト
ラ
ブ
ル
だ
。
」

「
え
・
・
・
。
」

「
ど
し
た
の
？
」

「
今
日
、
こ
の
車
両
に
は
乗
降
率
は
常
に
１
５
０
％
、
大
抵
の
人
間
は
３
０
分

が
限
界
、
し
か
も
今
日
は
ひ
な
祭
り
で
子
供
が
多
い
の
で
ス
ト
レ
ス
に
達
し
や

す
い
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
や
ば
い
な
。
ス
ト
レ
ス
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
ら
・
・
・
。
と
に
か

く
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
し
て
く
れ
。
」

「
了
解
。
と
に
か
く
早
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

「
分
か
っ
た
。
」

通
信
を
切
る
と
次
は
指
令
室
だ
。

「
こ
ち
ら
運
行
通
信
指
令
室
、
ど
う
し
ま
し
た
？
」

「
こ
ち
ら
Ｈ
１
６
７
８
運
転
士
、
神
田
功
で
す
。
戸
井
山
駅
前
の
第
一
場
内
信

号
が
青
と
赤
が
出
て
お
か
し
く
な
っ
て
る
。
早
急
に
直
し
て
も
ら
い
た
い
。
」

「
了
解
し
た
！
こ
ち
ら
で
は
青
と
表
示
さ
れ
て
る
の
に
・
・
・
。
」

「
と
に
か
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

「
分
か
っ
た
。
早
く
調
整
し
な
い
と
。
や
ば
い
ぞ
・
・
！
」

「
や
っ
ぱ
り
で
す
か
？
」

「
当
た
り
前
だ
！
今
日
は
・
・
も
う
い
い
や
、
早
く
直
す
。
Ｈ
１
６
７
８
は
と

に
か
く
待
機
！
通
信
?
０
０
１
、
通
信
者
末
田
。
」

「
了
解
。
通
信
終
了
。
」

神
田
が
通
信
電
話
を
置
く
と
、
上
山
の
声
。

「
現
在
信
号
ト
ラ
ブ
ル
の
影
響
で
電
車
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
急
ぎ
の
所
お

客
様
に
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
こ
と
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
」

さ
す
が
女
性
声
、
澄
ん
で
る
な
。
と
神
田
は
変
な
方
向
に
感
心
す
る
。

１
４
時
３
７
分

三
雲
鉄
道
運
行
指
令
部

「
嘘
だ
ろ
。
」

運
行
指
令
室
の
交
通
主
任
、
末
田
篤
［
す
え
だ
あ
つ
し
］
が
天
を
仰
ぐ
。
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「
直
ら
ね
え
。
」

信
号
シ
ス
テ
ム
系
統
が
直
ら
な
い
。
こ
れ
は
１
０
分
で
済
ま
な
い
。
こ
れ
は
非

常
事
態
だ
。

「
今
す
ぐ
運
行
部
長
に
連
絡
し
な
い
と
！
」

末
田
は
走
り
出
し
て
、
坂
口
信
夫
運
行
部
長
の
所
に
駆
け
よ
る
。

さ
か
ぐ
ち
の
ぶ
お

「
坂
口
運
行
部
長
！
」

「
ど
う
し
た
末
田
君
、
雛
菊
線
は
既
に
全
線
停
止
状
態
に
陥
る
ぞ
。
」

「
そ
れ
が
、
信
号
ト
ラ
ブ
ル
が
こ
ち
ら
で
は
直
せ
な
く
て
・
・
・
至
急
三
雲
レ

ー
ル
ウ
ェ
イ
ス
タ
ッ
フ
の
雛
菊
地
区
保
線
事
業
部
に
連
絡
を
。
」

三
雲
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社

三
雲
鉄
道
の
本
線
で
あ
る
三
雲
線
、
弥
生
線
、
十
河
線
を
除
く
、
雛
菊
線
、
児

そ
ご
う

玉
線
、
緑
風
線
の
、
全
線
の
駅
員
、
運
転
士
車
掌
、
そ
し
て
前
者
の
本
線
を
含

め
て
の
全
線
の
保
線
及
び
車
両
点
検
を
し
て
る
三
雲
鉄
道
グ
ル
ー
プ
最
大
の
子

会
社
、
い
や
、
す
で
に
中
小
鉄
道
会
社
だ
。
こ
の
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ス
タ
ッ
フ
の

路
線
は
昔
は
違
う
会
社
の
路
線
で
、
そ
れ
を
合
併
し
た
際
に
、
三
雲
鉄
道
の
子

会
社
と
し
て
独
立
し
た
。
東
武
鉄
道
の
、
東
上
事
業
部
み
た
い
な
も
の
だ
。
待

遇
は
本
線
も
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
も
一
緒
で
、
子
会
社
に
よ
る
差
別
待
遇
は
な
い
。

ち
な
み
に
、
運
転
士
の
神
田
は
三
雲
鉄
道
の
社
員
、
車
掌
の
上
山
は
三
雲
レ
ー

ル
ウ
ェ
イ
の
社
員
、
末
田
は
三
雲
鉄
道
の
社
員
だ
。
ち
な
み
に
運
行
司
令
は
三

雲
鉄
道
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
全
線
共
に
三
雲
鉄
道
運
行
司
令
部
が
行
う
。

話
が
そ
れ
た
、
本
編
に

「
分
か
っ
た
、
し
か
し
な
ぜ
今
日
な
ん
だ
！
日
曜
日
で
３
月
３
日
、
最
高
に
お

客
様
の
多
い
時
間
帯
に
！
」

「
分
か
り
ま
せ
ん
、
神
様
も
恐
ろ
し
く
ド
Ｓ
な
試
練
を
出
し
ま
す
よ
ね
。
」

「
悠
長
に
そ
ん
な
事
言
う
な
、
早
く
よ
う
・
・
・
」

「
運
行
部
長
！
」

「
今
度
は
何
だ
！
」

末
田
の
同
期
が
走
っ
て
く
る
。

「
雛
菊
線
、
戸
井
山
駅
場
内
信
号
、
雛
菊
駅
第
一
第
二
構
内
信
号
、
三
雲
南
駅
、

三
雲
中
央
自
然
公
園
駅
間
第
二
閉
塞
信
号
、
山
宮
駅
、
古
見
駅
間
の
信
号
シ
ス
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テ
ム
全
体
異
常
発
生
、
三
雲
鉄
道
運
営
上
緊
急
事
態
宣
言
で
す
！
」

「
な
っ
・
・
・
・
。
」

「
本
当
に
つ
い
て
な
い
ね
・
・
・
。
」

「
至
急
社
長
に
報
告
だ
！
他
の
線
も
一
応
確
認
作
業
す
る
よ
う
保
線
事
業
部
に

連
絡
、
運
行
指
令
室
総
動
員
で
確
認
作
業
！
」

「
「
「
お
う
！
」
」
」

全
員
が
車
両
に
連
絡
や
確
認
に
走
る
、
保
線
事
業
部
の
人
も
走
り
出
す
。

「
最
悪
、
車
両
か
ら
降
り
て
も
ら
い
運
休
を
・
・
・
。
い
や
、
今
じ
ゃ
提
携
バ

ス
会
社
が
総
動
員
で
も
・
・
・
。
」

坂
口
が
呟
く
。

「
と
り
あ
え
ず
お
客
様
に
は
平
謝
り
を
貫
け
！
状
況
に
異
変
あ
っ
た
な
ら
す
ぐ

に
報
告
！
」

末
田
は
雛
菊
線
の
全
線
モ
ニ
タ
を
見
る
、
完
全
に
信
号
が
狂
っ
て
る
。
何
で
第

一
が
停
止
で
第
二
が
進
行
な
ん
だ
？

混
迷
は
更
に
極
ま
る
。

１
４
事
５
５
分

戸
井
山
駅
前

「
そ
ろ
そ
ろ
切
れ
る
組
が
居
た
ら
怒
鳴
り
こ
む
頃
だ
な
・
・
・
。
」

神
田
は
時
計
を
見
て
呟
く
、
車
掌
時
代
に
は
そ
れ
で
苦
労
し
た
こ
と
が
あ
る
か

ら
だ
。
こ
れ
が
理
解
あ
る
大
人
が
多
け
れ
ば
い
い
ん
だ
が
、
今
回
は
ち
び
っ
こ

も
多
い
し
、
多
分
祭
り
で
酒
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
大
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

「
上
山
さ
ん
は
女
性
だ
。
も
し
も
の
時
は
援
護
に
入
る
か
。
」

女
性
差
別
で
は
無
く
、
純
粋
に
彼
女
が
心
配
に
な
る
。
む
か
し
怖
い
お
兄
さ
ん

が
乗
務
室
ド
ン
ド
ン
叩
い
て
大
声
出
し
た
人
・
・
・
あ
れ
困
っ
た
な
、
警
察
に

出
し
た
ら
、
広
域
暴
力
団
の
構
成
員
で
、
刺
さ
れ
な
く
っ
て
よ
か
・
・
・

「
ん
？
！
」

閉
じ
め
灯
滅
、
扉
が
開
い
て
る
？
！
い
き
な
り
通
信
確
認
、
す
ぐ
に
返
信
し
て

電
話
機
を
取
る
。

「
神
田
運
転
手
！
６
両
目
の
第
２
扉
を
手
動
で
開
け
て
し
ま
っ
た
人
が
居
ま
す
、
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線
路
上
に
降
り
て
ま
す
！
」

「
く
そ
っ
！
」

神
田
は
電
話
機
を
置
く
と
、
外
に
出
る
。
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第
二
話
　
電
車
の
停
止
と
ス
ト
レ
ス
の
比
例
式
 

前
編
（
後
書
き
）

喧
嘩
始
ま
る
！

オ
ー
バ
ー
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
行
き
ま
す
。
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第
三
話
　
電
車
の
停
止
と
ス
ト
レ
ス
の
比
例
式
 

中
編
（
前
書
き
）

久
し
ぶ
り
で
す
。

試
験
終
わ
っ
た
の
で
、
ま
た
更
新
し
ま
す
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第
三
話
　
電
車
の
停
止
と
ス
ト
レ
ス
の
比
例
式
 

中
編

３
月
３
日

１
４
時
５
６
分

線
路
上

７
，
８
人
の
お
客
が
降
り
て
い
く
、
そ
れ
を
見
た
上
山
が
乗
務
室
か
ら
降
り
て
、

「
お
客
様
！
危
険
で
す
か
ら
早
く
車
両
に
お
戻
り
く
だ
さ
い
！
」

「
あ
あ
？
こ
こ
ま
で
待
た
せ
と
い
て
も
ど
れ
だ
～
？
さ
っ
さ
と
ホ
ー
ム
に
連
れ

て
け
よ
姉
ち
ゃ
ん
！
」

あ
あ
、
典
型
的
な
不
良
、
し
か
も
未
成
年
に
し
か
見
え
な
い
子
も
お
酒
臭
い
。

雛
ま
つ
り
の
困
っ
た
点
、
家
族
で
来
る
人
も
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
、
祭
り
に

乗
じ
て
遊
び
に
行
っ
て
羽
目
外
し
て
補
導
、
逮
捕
さ
れ
る
人
た
ち
、
毎
年
地
元

の
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
局
の
ニ
ュ
ー
ス
が
や
っ
て
る
。
し
か
し
彼
女
も
こ
う
ゆ
う

事
態
に
な
る
の
は
車
掌
勤
続
２
年
、
駅
員
合
わ
せ
て
６
年
で
初
め
て
だ
。

「
良
く
新
聞
で
や
っ
て
る
だ
ろ
？
電
車
が
止
ま
っ
た
ら
お
客
を
線
路
上
歩
い
て

近
く
の
駅
に
誘
導
す
る
ん
だ
ろ
？
」

「
そ
れ
は
特
例
で
、
こ
う
ゆ
う
の
は
法
律
違
反
な
ん
で
す
よ
。
危
険
「
黙
れ
！
」

・
・
・
」

一
人
の
切
れ
や
す
そ
う
な
男
が
大
声
上
げ
る
。

「
よ
お
、
姉
ち
ゃ
ん
よ
、
あ
ん
ま
り
変
な
事
言
う
と
怒
る
よ
？
」

ど
っ
ち
が
ふ
ざ
け
た
こ
と
を
言
っ
て
る
ん
だ
？
彼
女
は
怒
り
を
感
じ
る
。

「
お
客
様
、
こ
ち
ら
に
も
事
情
が
あ
り
ま
す
、
お
戻
り
く
だ
さ
い
。
」

「
て
め
え
・
・
・
・
こ
ち
ら
が
女
だ
か
ら
と
言
っ
て
よ
う
し
「
女
を
囲
ん
で
い

じ
め
か
？
は
っ
、
ば
か
ば
か
し
い
。
」
な
ん
だ
て
め
え
は
！
！
」

男
た
ち
の
後
ろ
か
ら
す
る
り
と
割
り
込
み
上
山
の
前
に
立
つ
男

「
何
だ
と
言
わ
れ
ま
す
と
・
・
・
ま
あ
し
が
な
き
こ
の
列
車
の
運
転
士
で
す
が
。

」そ
の
男
は
、
神
田
功
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
１
６
８
ｃ
ｍ
と
小
柄
、
上
山
と
は

３
ｃ
ｍ
と
変
わ
ら
な
い
、
そ
し
て
彼
ら
は
ど
れ
も
１
７
０
後
半
か
ら
１
８
０
、
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か
な
り
分
が
悪
い
よ
う
に
見
え
る
。

「
ふ
ー
ん
、
で
、
運
転
士
さ
ん
は
ど
う
ゆ
う
意
見
で
？
」

「
え
え
、
車
掌
の
彼
女
の
意
見
が
正
し
い
で
す
。
さ
っ
さ
と
お
戻
り
く
だ
さ
い
。

」丁
寧
の
中
に
怒
気
が
こ
も
っ
て
る
。
そ
し
て
彼
女
に
し
か
見
え
な
い
よ
う
に
、

指
で
太
も
も
を
叩
く
、
こ
の
モ
ー
ル
ス
は
前
方
支
障
無
し
の
意
味
、
つ
ま
り
大

丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
。

ド
キ
ッ

あ
れ
、
一
瞬
彼
が
頼
も
し
く
見
え
て
。
小
柄
な
の
に
背
中
が
大
き
い
、
そ
う
い

え
ば
彼
・
・
・
。

「
ん
？
お
口
が
悪
い
で
す
ね
？
喧
嘩
３
段
（
笑
）
の
俺
に
喧
嘩
売
っ
て
る
の
か

い
？
」

リ
ー
ダ
ー
格
の
男
が
に
や
り
と
笑
う
。
し
か
し
神
田
は
動
じ
な
い
、
む
し
ろ
高

笑
い
。

「
何
が
お
か
し
い
！
」

「
く
く
く
、
い
や
ね
、
俺
は
な
、
徒
手
格
闘
競
技
優
勝
の
自
分
に
言
う
の
か
い

？
」

「
徒
手
格
闘
？
！
」

徒
手
格
闘
と
は
、
毎
年
死
傷
者
が
出
る
く
ら
い
激
し
い
競
技
、
普
通
警
察
や
自

衛
官
の
競
技
。
彼
が
戦
闘
の
構
え
を
す
る
と
非
常
に
様
に
な
る
。

「
て
め
え
、
覚
悟
「
ド
ゴ
ー
ー
ー
ン
！
！
」
へ
っ
？
」

ご
め
ん
８
１
１
系
、
自
慢
の
拳
で
車
両
に
思
い
っ
き
り
打
ち
つ
け
る
。
そ
し
て

睨
む
。

「
お
・
も
・
ど
・
り
・
く
・
だ
・
さ
・
い
。
ね
？
」

「
・
・
・
・
［
コ
ク
コ
ク
］
」

全
員
が
頷
い
て
車
両
に
戻
る
。
後
続
で
降
り
よ
う
と
し
た
お
客
も
戻
る
。
彼
は

素
早
く
非
常
手
動
扉
開
閉
レ
バ
ー
を
戻
し
、
扉
を
閉
め
る
そ
し
て
外
か
ら
ス
イ

ッ
チ
押
し
て
固
定
す
る
。

「
さ
て
、
上
山
さ
ん
、
乗
務
室
に
戻
り
ま
し
ょ
う
か
。
」

「
あ
っ
、
は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
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彼
女
の
微
笑
、

ド
キ
リ

神
田
は
少
し
固
ま
る
。
こ
れ
が
ク
ー
ル
デ
レ
、
ク
ー
デ
レ
な
の
か
？
！

そ
う
、
気
付
い
た
方
は
気
付
く
だ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
一
目
ぼ
れ
の
両
想
い
・
・
・
・
。
［
こ
の
作
者
馬
鹿
だ
ろ
と
思
っ
た

皆
様
！
何
を
い
ま
さ
ら
。
］

「
あ
っ
、
え
と
、
よ
し
、
戻
る
ぞ
。
」

「
了
解
。
」

ま
た
戻
っ
た
。
そ
し
て
二
人
は
持
ち
場
に
帰
る
。
そ
の
時
。

「
あ
あ
、
神
田
さ
ん
の
あ
の
姿
。
」

「
あ
あ
、
上
山
の
あ
の
微
笑
。
」

「
「
も
う
一
回
見
た
い
！
」
」

小
声
で
ハ
モ
っ
て
た
。

１
５
時
０
２
分

三
雲
鉄
道
運
行
指
令
室

「
こ
れ
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」

「
し
か
し
、
前
代
未
聞
だ
ぞ
？
こ
の
方
法
・
・
・
。
」

「
そ
う
で
す
。
普
通
は
し
ま
せ
ん
、
し
か
し
今
日
は
特
に
忙
し
い
日
な
の
で
。
」

「
し
か
し
・
・
・
。
」

「
信
号
現
示
は
狂
っ
て
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
は
生
き
て
ま
す
。
」

末
田
が
進
言
す
る
。
そ
れ
は
と
あ
る
事
が
き
っ
か
け
し
て
た
。

１
４
時
５
２
分

三
雲
中
央
自
然
公
園
第
二
閉
塞
信
号

「
あ
ー
、
ま
ず
い
。
状
況
が
ま
ず
い
・
・
・
。
」

Ｈ
１
３
４
４
運
転
士
、
木
下
夕
が
呟
く
理
由
、
そ
れ
は
・
・
・
。

き
の
し
た
ゆ
う

カ
ン
カ
ン
カ
ン
カ
ン
。

見
事
に
踏
み
切
り
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
あ
あ
、
踏
み
切
り
の
遮
断
機
の
前
で

怒
り
に
燃
え
る
通
行
客
の
皆
様
の
顔
が
・
・
・
。
雛
菊
線
で
こ
の
踏
み
切
り
で
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赤
信
号
で
止
ま
る
の
は
、
か
な
り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
。

「
ど
う
し
よ
う
か
な
・
・
・
。
」

呟
い
た
時
。

「
こ
ち
ら
三
雲
中
央
自
然
公
園
駅
駅
長
、
Ｈ
１
３
４
４
運
転
士
、
応
答
願
い
ま

す
。
」

「
？
、
は
い
、
Ｈ
１
３
４
４
運
転
士
で
す
、
ど
う
か
し
ま
し
た
か
？
」

「
は
い
、
そ
ち
ら
の
車
両
は
踏
み
切
り
ま
た
が
っ
て
ま
す
よ
ね
？
」

「
え
え
、
目
の
前
が
何
故
か
信
号
が
赤
黄
青
つ
い
て
て
、
ど
れ
に
従
っ
た
ら
・
・

・
。
」

「
じ
ゃ
あ
警
戒
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
」

「
あ
は
は
～
、
Ｈ
Ｕ
☆
Ｚ
Ａ
☆
Ｋ
Ｅ
☆
Ｒ
Ｕ
☆
Ｎ
Ａ
。
冒
進
し
ろ
と
言
う
ん
で

す
か
？
」

「
あ
あ
、
こ
ち
ら
の
信
号
管
制
で
は
青
だ
。
と
に
か
く
信
じ
て
１
５
ｋ
ｍ
運
転

を
。
」

「
・
・
・
・
・
、
了
解
。
信
じ
ま
す
。
ち
な
み
に
指
令
室
に
は
・
・
・
。
」

「
言
う
わ
け
無
い
じ
ゃ
ん
。
」

「
あ
は
は
～
、
減
俸
分
補
填
し
て
く
だ
さ
い
よ
。
」

「
り
ょ
ー
か
い
。
」

「
軽
っ
？
！
ま
あ
い
い
や
、
運
行
許
可
［
？
］
確
認
、
出
発
進
行
」

こ
れ
で
前
代
未
聞
の
大
作
戦
（
笑
）
が
始
ま
る
。
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第
四
話
　
電
車
の
停
止
と
ス
ト
レ
ス
の
比
例
式
　
後
編
（
前
書
き
）

済
み
ま
せ
ん
、
更
新
遅
く
て
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
つ
な
が
ら
な
い
！
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第
四
話
　
電
車
の
停
止
と
ス
ト
レ
ス
の
比
例
式
　
後
編

３
月
３
日

１
５
時
０
５
分

戸
井
山
駅
手
前

「
Ｈ
１
６
７
８
、
通
信
願
い
ま
す
、
Ｈ
１
６
７
８
、
通
信
願
い
ま
す
。
」

「
は
い
、
こ
ち
ら
Ｈ
１
６
７
８
運
転
士
で
す
、
ど
う
し
ま
し
た
か
？
」

「
は
い
、
こ
れ
か
ら
掟
破
り
を
行
い
ま
す
。
」

「
は
ぁ
。
」

神
田
は
何
を
言
っ
て
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
？
と
、
前
を
向
く
と
、
駅

員
が
走
っ
て
る
？
持
っ
て
る
の
は
赤
色
旗
？

「
ま
さ
か
と
思
い
ま
す
が
・
・
・
・
。
」

「
実
は
信
号
機
は
死
ん
で
る
が
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
－
Ｐ
は
生
き
て
い
る
ん
だ
。
赤
色
旗

で
信
号
代
わ
り
に
す
る
。
駅
員
は
駅
で
管
理
し
て
る
信
号
確
認
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
情
報
を
イ
ン
カ
ム
で
伝
え
て
、
手
旗
信
号
で
す
。
」

「
・
・
・
・
、
前
代
未
聞
・
・
・
。
」

「
前
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
で
。
」

「
了
解
で
す
、
三
雲
の
挑
戦
に
驚
き
ま
し
た
。
」

「
で
は
、
戸
井
山
、
１
１
分
に
発
車
、
時
速
７
０
ｋ
ｍ
で
風
雅
駅
１
４
分
停
車
、

後
続
の
急
行
、
Ｈ
１
６
９
９
の
追
い
越
し
の
後
は
、
な
る
べ
く
回
復
運
転
を
実

行
し
て
く
だ
さ
い
、
た
だ
し
、
三
雲
中
央
自
然
公
園
で
は
徐
行
運
転
必
須
で
お

願
い
し
ま
す
。
」

「
戸
井
山
、
１
１
分
に
発
車
、
時
速
７
０
ｋ
ｍ
で
風
雅
駅
１
４
分
停
車
、
後
続

の
急
行
の
追
い
越
し
の
後
は
、
な
る
べ
く
回
復
運
転
を
実
行
、
た
だ
し
、
三
雲

中
央
自
然
公
園
で
は
徐
行
運
転
必
須
。
」

「
復
唱
オ
ー
ラ
イ
、
そ
れ
で
は
お
願
い
し
ま
す
、
通
信
?
０
０
２
、
通
信
者
、

末
田
。
」

神
田
は
ま
た
通
信
ブ
ザ
ー
で
、
上
山
に
連
絡
取
ろ
う
と
す
る
が
、
妙
に
気
恥
ず

か
し
い
、
今
ま
で
持
っ
た
こ
と
の
な
い
感
覚
。
今
は
ふ
っ
切
ら
な
い
と
！
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ツ
ー
・
ツ
・
ツ
・
ツ
ー

・
・
・
・

ツ
ー
・
ツ
・
ツ
・
ツ
ー

何
だ
、
こ
の
微
妙
な
間
、
上
山
さ
ん
な
ら
一
瞬
で
返
信
来
る
の
に
・
・
・
用
事

か
、
そ
れ
と
も
俺
の
こ
と
を
あ
ま
り
好
か
な
い
？
！
後
者
は
嫌
だ
！
と
、
考
え

て
な
い
で
返
信
貰
っ
た
か
ら
連
絡
。

「
ど
う
し
ま
し
た
か
？
神
田
運
転
士
？
」

「
あ
あ
、
電
車
運
転
を
再
開
し
ま
す
、
発
車
許
可
を
。
」

「
通
信
で
大
体
把
握
し
て
ま
す
。
了
解
し
ま
し
た
。
」

「
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
安
全
運
転
努
め
ま
し
ょ
う
。
」

通
信
電
話
機
を
置
く
、
そ
し
て
。

ツ
ー
ー
ー

発
車
許
可
。

「
出
発
進
行
、
戸
井
山
駅
停
車
８
両
。
」

ブ
レ
ー
キ
を
解
除
し
て
、
静
か
に
マ
ス
コ
ン
を
入
れ
る
。

上
山
サ
イ
ド

戸
井
山
駅
か
ら
走
り
始
め
る
車
両
、
運
転
再
開
の
旨
を
お
客
様
に
伝
え
る
。
今

日
は
こ
の
遅
延
が
夜
ま
で
続
く
だ
ろ
う
。
今
頃
遅
延
回
復
と
終
点
、
三
雲
都
社

み
ぐ
も
み
や
こ
や
し
ろ

駅
か
ら
三
雲
線
相
互
乗
り
入
れ
の
調
整
を
し
て
る
だ
ろ
う
。

「
次
は
風
雅
、
風
雅
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
出
口
は
右
側
で
す
。
３
番
線
よ
り
１

６
分
発
、
急
行
、
三
雲
都
社
行
き
に
お
乗
り
換
え
出
来
ま
す
。
本
日
は
電
車
の

遅
延
に
お
客
様
の
ご
迷
惑
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

」い
つ
も
の
よ
う
に
次
駅
案
内
を
終
え
て
放
送
マ
イ
ク
を
置
く
。

「
ふ
う
。
」

今
日
は
疲
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
な
～
。
で
も
、
今
日
の
遅
延
の
お
か
げ
で
、

好
意
を
持
て
る
人
が
・
・
・
・
て

「
何
考
え
て
る
の
あ
た
し
？
！
」

上
山
は
珍
し
く
大
声
を
あ
げ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
最
後
尾
の
車
内
に
漏
れ
て
お
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客
様
に
振
り
返
ら
れ
た
の
に
は
彼
女
は
気
付
か
な
か
っ
た
。

報
告
書

三
雲
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
ス
タ
ッ
フ
管
轄
、
雛
菊
線
信
号
故
障
に
関
し
て
。

今
回
の
事
故
の
原
因
は
、
今
度
新
規
路
線
と
し
て
導
入
さ
れ
る
、
Ｊ
Ｒ
特
急
「

み
ぐ
も
」
の
河
野
宮
行
き
の
相
互
乗
り
入
れ
対
応
の
為
に
設
置
し
た
新
規
信
号

こ
う
の
み
や

機
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ミ
ス
の
影
響
が
全
線
に
響
い
た
と
み
ら
れ
る
。

今
回
の
事
故
の
件
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ミ
ス
は
解
消
さ
れ
、
ま
た
、
保
線
事
業
部

に
は
一
層
の
注
意
を
払
う
よ
う
警
告
、
今
回
の
事
態
の
収
拾
に
し
ま
す
。

最
後
に
、
前
代
未
聞
の
駅
員
信
号
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
の
厳
重
注
意
を
受
け
、

今
後
は
禁
止
と
す
。

辞
令

神
田
功
運
転
士
を
、
今
日
付
で
、
三
雲
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
ス
タ
ッ
フ
管
轄
、
雛
菊

線
へ
転
籍
を
命
ず
。
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第
四
話
　
電
車
の
停
止
と
ス
ト
レ
ス
の
比
例
式
　
後
編
（
後
書
き
）

基
本
こ
の
小
説
は

神
田
功

上
山
絵
奈

後
に
登
場
の
小
暮
仁

同
じ
く
佐
藤
章

を
中
心
に

後
は
色
ん
な
キ
ャ
ラ
が
何
度
か
出
て
き
ま
す
。

恋
愛
フ
ラ
グ
は
立
て
ま
す
よ
、
も
ち
ろ
ん
！

キ
ャ
ラ
設
定

上
山
絵
奈
２
４
歳

身
長
１
６
２
ｃ
ｍ

体
重
４
６
ｋ
ｇ

誕
生
日
３
／
１
８

趣
味
、
所
属
の
雛
菊
乗
務
区
に
居
座
る
ね
こ
と
戯
れ
る
こ
と
。
鉄
道
を
眺
め
る

こ
と
。
待
機
線
で
の
休
憩
時
に
飲
む
紅
茶

県
立
雛
菊
高
校
卒
業

三
雲
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
ス
タ
ッ
フ
入
社

１
８
歳
、
雛
菊
線
雛
菊
駅
駅
員

２
０
歳
、
緑
風
環
状
線
［
緑
風
線
が
一
般
呼
び
名
］
大
和
駅
駅
員

２
２
歳
、
雛
菊
線
雛
菊
乗
務
区
駅
員

今
に
至
る
。
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第
五
話
　
入
学
式
ラ
ッ
シ
ュ
前
編
（
前
書
き
）

お
久
し
ぶ
り
で
す
。

リ
ア
ル
と
２
本
の
小
説
執
筆
で
、
こ
っ
ち
が
完
全
お
留
守
で
し
た
、
済
み
ま
せ

ん
。

こ
れ
か
ら
も
不
定
期
で
す
が
、
お
願
い
し
ま
す
。
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第
五
話
　
入
学
式
ラ
ッ
シ
ュ
前
編

４
月
９
日

５
時
０
０
分

三
雲
中
央
公
園
駅

三
雲
中
央
駅
、
雛
菊
駅
間
を
走
る
雛
菊
線
、
三
雲
駅
、
中
央
緑
風
駅
間
を
結
ぶ

三
雲
線
の
合
流
駅
で
、
乗
降
客
数
は
４
位
の
大
規
模
駅
。

し
か
し
あ
る
分
野
で
は
一
位
だ
。
そ
れ
は

中
高
大
学
生
通
学
者
数
の
数
で
あ
る
。
こ
の
駅
は
半
径
１
キ
ロ
以
内
に
学
生
御

用
達
の
寮
集
合
体
が
存
在
し
、
他
に
も
、
神
田
が
卒
業
し
た
三
雲
工
業
高
校
、

三
雲
南
高
校
、
進
学
校
で
私
立
威
風
学
園
、
私
立
百
合
中
学
な
ど
、
学
校
が
多

い
、
そ
の
た
め
通
学
で
降
り
る
学
生
乗
る
学
生
多
い
。

そ
し
て
今
日
は
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
入
学
式
・
・
・
・

地
獄
の
一
日
が
始
ま
る
。

６
時
１
５
分

三
雲
中
央
公
園
駅

三
雲
鉄
道
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

朝
の
緊
急
集
会
だ
。
毎
年
行
わ
れ
る
。
今
日
は
こ
の
駅
所
属
の
駅
員
は
休
み
返

上
で
全
員
集
合
だ
。
駅
長
の
見
澤
勇
気
が
周
り
を
見
て
。

み
さ
わ
ゆ
う
き

「
よ
し
、
今
日
は
分
か
っ
て
る
と
思
う
が
こ
こ
の
駅
は
忙
し
い
、
入
学
式
ラ
ッ

シ
ュ
だ
。
定
期
券
売
り
場
の
お
客
様
の
整
理
、
こ
こ
を
使
用
す
る
学
生
、
保
護

者
様
の
質
問
に
丁
寧
に
応
え
る
こ
と
。
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
で
さ
ぼ
っ
た
ら
、
労

働
基
準
法
ギ
リ
ギ
リ
の
仕
事
一
カ
月
の
刑
だ
」

三
雲
線
担
当
の
三
雲
鉄
道
駅
員
の
顔
が
変
わ
る
。
こ
の
人
は
マ
ジ
ド
Ｓ
だ
か
ら

だ
・
・
・
。

「
あ
の
、
レ
イ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
駅
員
は
・
・
・
」

一
人
の
駅
員
が
聞
く
。

「
彼
ら
は
彼
ら
う
ち
は
う
ち
だ
」
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こ
こ
で
ブ
ー
イ
ン
グ
は
言
わ
な
い
、
言
っ
た
ら
・
・
・
・
ガ
ク
ブ
ル
。

「
よ
し
、
接
客
は
真
面
目
に
、
お
客
様
に
は
常
に
笑
顔
で
ど
ん
な
状
況
も
臨
機

応
変
、
さ
あ
や
る
ぞ
！
」

「
「
「
は
い
！
お
客
様
第
一
に
！
お
客
様
に
元
気
と
笑
顔
を
！
」
」
」

全
員
が
言
い
、
そ
の
ま
ま
散
る
。

三
雲
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
ス
タ
ッ
フ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

こ
ち
ら
も
集
会
を
や
っ
て
い
る
。
駅
長
の
結
川
達
也
が
前
に
居
る
。

ゆ
い
か
わ
た
つ
や

「
さ
て
、
今
日
は
年
間
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
大
変
な
日
だ
。
分
か
っ
て
る
と
思

い
ま
す
が
、
さ
ぼ
っ
た
ら
・
・
・
ま
あ
、
う
ん
・
・
・
」

「
「
「
何
が
あ
る
ん
で
す
か
？
！
？
！
」
」
」

「
気
に
し
た
ら
負
け
だ
、
さ
て
・
・
」

結
川
は
息
を
吸
い

「
誠
心
誠
意
お
客
様
第
一
！
疲
れ
た
お
客
様
も
暗
い
お
客
様
も
明
る
く
す
る
駅

に
す
る
！
」

「
「
「
は
い
！
」
」
」

「
解
散
！
定
期
券
売
り
場
は
頑
張
れ
よ
！
」

全
員
が
散
る
。

ち
な
み
に
文
化
祭
も
大
変
そ
う
に
見
え
る
が
、
意
外
と
駅
に
学
生
が
派
遣
さ
れ

て
、
案
内
し
て
る
か
ら
入
学
式
よ
り
大
変
で
な
い
。

そ
れ
よ
り
前

６
時

三
雲
運
転
区

「
夢
山
入
り
ま
す
！
」

今
年
２
６
で
ま
だ
指
導
員
か
ら
離
れ
た
て
の
新
人
運
転
士
、
夢
山
俊
が
点
呼
に

ゆ
め
や
ま
し
ゅ
ん

入
る
。
車
掌
な
ら
エ
ー
ス
だ
が
、
運
転
士
で
は
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。
［
レ
ベ
ル

は
ち
ゃ
ん
と
し
て
る
が
自
信
が
な
い
］

「
じ
ゃ
あ
夢
山
君
、
点
呼
を
宜
し
く
」

「
は
い
！
そ
れ
で
は
・
・
・
」

夢
山
は
乗
務
予
定
表
と
手
帳
を
読
み
上
げ
る
。
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「
は
い
、
そ
れ
で
は
質
問
で
す
。
今
日
、
保
線
さ
ん
が
除
草
す
る
所
は
？
」

「
は
い
！
南
緑
風
駅
構
内
と
星
川
駅
構
内
で
す
！
」

「
良
く
出
来
ま
し
た
」

運
転
士
が
忘
れ
て
な
い
か
、
点
呼
担
当
の
人
は
質
問
す
る
。
事
故
防
止
の
為
だ
。

「
あ
あ
そ
う
だ
、
車
掌
時
代
に
経
験
し
て
る
と
思
う
け
ど
今
日
は
入
学
式
、
三

雲
中
央
公
園
駅
で
は
特
に
安
全
運
転
を
よ
ろ
し
く
」

「
は
・
・
・
は
い
」

夢
山
は
完
全
に
忘
れ
て
た
・
・
・
怖
い
な
今
日
・
・
・
。

同
時
刻

雛
菊
乗
務
区

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
神
田
さ
ん
」

「
お
は
よ
う
、
上
山
さ
ん
、
今
日
は
よ
ろ
し
く
」

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

神
田
と
上
山
は
両
方
一
目
惚
れ
な
が
ら
、
両
方
と
も
相
手
の
気
持
ち
を
知
ら
な

い
。
１
週
間
ぶ
り
に
同
じ
乗
務
だ
。
ち
な
み
に
雛
菊
線
に
は
面
白
い
風
習
が
あ

り
、
運
転
士
車
掌
は
一
日
の
乗
務
を
一
緒
に
こ
な
す
。
今
日
の
二
人
は
早
朝
か

ら
午
後
５
時
ま
で
だ
。

そ
の
ま
ま
点
呼
に
行
く
。

「
助
役
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
」

「
は
い
、
じ
ゃ
あ
神
田
君
、
上
山
君
お
願
い
し
ま
す
」

２
人
は
点
呼
を
開
始
し
て
質
問
も
答
え
る
。

「
は
い
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
ね
、
特
に
と
い
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
留
意
す
べ

き
は
午
前
と
昼
あ
た
り
に
三
雲
中
央
公
園
駅
の
入
学
式
ラ
ッ
シ
ュ
に
注
意
く
だ

さ
い
」

「
入
学
式
ラ
ッ
シ
ュ
っ
て
・
・
・
・
」

「
あ
～
、
そ
れ
は
・
・
・
・
上
山
君
、
乗
務
前
に
説
明
し
な
さ
い
ね
」

「
え
？
」

区
長
は
噂
で
上
山
が
神
田
の
事
を
好
き
で
い
る
と
知
っ
た
の
で
、
喋
る
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
る
。
上
山
は
軽
く
赤
面
。
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「
分
か
り
ま
し
た
。
」

「
そ
れ
で
は
点
呼
終
了
で
す
。
今
日
も
一
日
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」

「
は
い
！
」

２
人
は
同
時
に
敬
礼
、
退
室
す
る
。

「
で
、
入
学
式
ラ
ッ
シ
ュ
と
は
？
噂
で
し
か
聞
い
た
事
が
な
い
」

歩
き
な
が
ら
神
田
は
上
山
に
聞
く
、
内
心
神
田
は
彼
女
に
聞
く
の
は
緊
張
す
る
。

「
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
学
園
都
市
並
に
学
校
が
多
い
三
雲
中
央
公
園
駅
が
、

入
学
式
の
影
響
で
、
通
学
下
校
が
同
じ
時
間
帯
に
集
中
し
た
り
、
定
期
券
発
券

で
奔
走
し
た
り
、
乗
車
率
が
高
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
入
学
式
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
」

「
へ
え
～
、
そ
ん
な
風
に
言
わ
れ
て
た
ん
だ
、
俺
は
三
雲
工
業
卒
業
な
ん
だ
。

自
転
車
で
通
え
る
範
囲
内
だ
っ
た
か
ら
三
雲
中
央
公
園
駅
が
そ
う
な
る
と
は
知

ら
な
か
っ
た
」

「
そ
う
な
ん
で
す
か
。
意
外
で
す
、
ふ
ふ
」

上
山
が
軽
く
笑
み
を
も
ら
し
、
神
田
は
軽
く
硬
直
。
や
っ
と
こ
口
が
開
く
と

「
そ
う
い
え
ば
、
上
山
さ
「
あ
の
・
・
・
」
な
に
？
」

神
田
は
少
し
ビ
ビ
る
、
も
し
か
し
て
な
ん
か
気
に
障
っ
た
？
！

「
済
み
ま
せ
ん
、
話
を
区
切
ら
せ
て
、
あ
の
、
神
田
さ
ん
は
先
輩
で
す
の
で
・
・

・
さ
ん
付
け
は
無
し
で
お
願
い
出
来
ま
せ
ん
か
？
」

「
う
ー
ん
・
・
・
上
山
・
・
・
で
い
い
の
？
」

「
は
い
！
」

上
山
は
、
さ
ん
を
付
け
ら
れ
る
よ
り
身
近
な
感
じ
が
す
る
の
で
、
あ
え
て
お
願

い
し
た
。
神
田
も
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
し
て
い
る
。

「
そ
う
い
え
ば
、
上
山
は
ど
こ
の
高
校
な
ん
だ
？
」

「
雛
菊
高
校
で
す
」

「
雛
菊
高
は
確
か
雛
菊
線
の
椎
名
駅
だ
な
。
何
で
そ
こ
に
？
」

「
本
当
は
三
雲
市
に
憧
れ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
の
高
校
は
こ
の
会
社
の
特

別
枠
、
コ
ネ
を
持
っ
て
て
鉄
道
の
好
き
な
私
は
そ
こ
へ
」

「
へ
え
～
、
俺
も
鉄
道
が
好
き
で
こ
こ
に
来
た
ん
だ
。
偶
然
理
由
が
一
致
と
は
」

「
あ
と
、
も
う
ひ
と
つ
あ
る
ん
で
す
」
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「
な
に
か
？
」

「
出
庫
点
検
ま
で
時
間
あ
り
ま
す
ね
、
聞
き
ま
す
？
」

「
あ
あ
、
聞
か
せ
て
く
れ
」

「
そ
れ
で
は
・
・
・
あ
れ
は
雨
が
降
り
し
き
る
６
月
の
事
で
し
た
・
・
・
」

上
山
は
語
り
だ
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

三雲鉄道日記
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